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幼稚園より

卒園礼拝（年長組）

初等部より

中等部より
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終業礼拝

3/15
卒園式

4/12
入園式

3/

3/

卒業礼拝（６年生のみ）
9：10～9：40
米山記念礼拝堂

説教　小澤 淳一（初等部宗教主任）

3/12 8：25～8：50
米山記念礼拝堂

6年生を送る礼拝

奨励　飛田 浩昭（初等部教諭）

8：25～8：50
米山記念礼拝堂

11：00～12：00
場所 ： 未定
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イースター礼拝

5/15
お母さんへの感謝の集い

講師　大村 修文（元高等部部長）

4/ 校内清掃奉仕活動

ＣＦ（クリスチャン・フェローシップ）
活動
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　昨年（2017年）は、ルターの宗教改革から500年の記
念の年であった。10月31日が宗教改革記念日なので、
その日に向けて10月18日から11月1日まで、ガウチャー記
念礼拝堂のエントランスホールにおいて聖書展が行わ
れた。これは、銀座にある聖書協会聖書図書館が閉じ
られ、その蔵書聖書が青山学院大学に寄贈・移管され
る予定になっていることが一つの契機となり、行われた
ものであった。
　期間中には、約1400名の来会者があり、展示された
40点以上の聖書を、学内外の人々が熱心に見入る姿
は印象的であった。この聖書展では、紀元１世紀前後、
つまりイエスの時代の「死海写本」から始まり、4世紀の
「バチカン写本」、11世紀の旧約聖書の底本（レニング
ラード写本）、15世紀の「グーテンベルク42行」聖書、16
世紀の「ルター訳聖書」、17世紀の「ジェームズ王欽定
訳聖書」など、ヨーロッパを中心とした聖書翻訳の歴史
を一覧できた。
　他方、現存する最古の和訳聖書であるギュツラフ訳
のヨハネ福音書も展示された。冒頭の「初めに言があっ
た」という部分は「ハジマリニ　カシコイモノゴザル」と

訳されており、そのカタカナをはっきりと読み取ることがで
きた。「言」の原語はギリシア語の「ロゴス」であるが、こ
れは知恵の源、あるいは世界の原点を示している。そ
れが「カシコイモノ」と訳され、イエス・キリストの存在が
1837年にすでに口語訳として紹介されていたことには、
心が躍る思いがする。
　また、青山学院が聖書翻訳と深い関わり合いをもっ
ていることを知る展示内容であった。例えば、本学の元
教授であった別所梅之助は、「山べにむかいてわれ　
目をあぐ」（讃美歌301番）の作詞で有名であるが、聖
書翻訳においても重要な働きをなしたのである。特に、
明治の文語訳聖書を大正時代に改訳する際には、そ
の翻訳委員になり、改訳の稿本や試刷り（『マルコ福音
書』1911年）を保存していた。それは現在、本学の資料
センターに貴重な資料として保管されている。
　このようにマルティン・ルターから始まった、市民・庶民
の心に届く「生きた言葉」で聖書を翻訳しようとする試
みは、現在の青山学院にまで達しているのである。そし
て、それは本年末に発行予定の『聖書　聖書協会共
同訳』として具体化されようとしている。

　皆さんの中には、青山学院に来て初めて「サーバント
リーダー」という言葉を聞いた人もいることと思います。
実はこの「サーバントリーダー」あるいは「サーバントリー
ダーシップ」という言葉は、スターバックスなどの成功企
業が採用したことで、21世紀に入ってからのビジネス界
で脚光を浴びてきました。日本語に訳すなら、「人に仕え
て導くリーダー」というところかと思いますが、最近では、
従来の支配型リーダー（人を従わせて導く）の対極にあ
る姿勢としても評価されているようです。ちなみに私が
初めてこの用語に触れたのは、アメリカの神学校での
課題においてですが、1970年代にR.グリーンリーフ博
士が『東方巡礼』という短編小説（ヘルマン・ヘッセ著）
からその着想を得て使い始めた、ということです。この
小説の中で、物語の中心である旅行集団をいつもよい
方向へ導いていたのがレオという奉公人であった、とい
うことに端を発した発想だったようです。
　しかしながら言わずもがな、この概念は本質的には
新しいものではありません。イエス・キリストは2000年前、
自ら弟子たちの足を洗うなどの模範を示しつつ、人々に
対して「人に仕えなさい」と教えられました。マタイによる
福音書で、イエスは以下のように語ります。
　「あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者
になり、いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさ
い。人の子が、仕えられるためではなく仕えるために、ま
た、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来
たのと同じように。」（マタイによる福音書20章26～28節）
　私たち青山学院も、イエス・キリストの教えを基にス
クールモットーを「地の塩、世の光」とし、人に仕えること
を謳ってきました。塩も光も相手を引き立たせたり、相手
の役に立ったりするものですが、特に塩はその存在自
体が脇役でありながら、料理に味付けをし、食材を腐
敗から守ることができます。そのような意味から、私たち

は、互いに仕え合いながら世の中に良い味付けを施
し、荒廃を防ぐ善き「塩」となるように期待されているの
です。
　では、善き塩とはどうあればよいのでしょうか。減塩が
叫ばれる時代でもありますが、やはり塩は控え目がいい
のでしょう。塩味にしたい、つまり誰かを従えたい、という
思いを退け、その食材（相手あるいはグループ）を引き
立たせる塩加減を目指すのです。食材が最高の味を
引き出された時、その塩こそが善き「塩」と呼ばれるの
だと思います。私たちの謙虚な言葉がけや行動が、食
材をよい方向へ導くことになるのでしょう。
　また、塩が働いた時、実はその料理も塩自身の旨み
をも引き出し、相互に最善のものとしている気がします。
聖書によると、神は私たち一人ひとりに違う賜物を授け、
それが互いに仕え合うことによって一つの体を造り上
げ、成長していく、とあります。ということは、誰か特定の
人だけが善き塩だということではなく、それぞれが違う
場面で、善き塩であり、善きサーバントリーダーであり得
る、と言うことができそうです。私たちはそれぞれがそれ
ぞれの賜物を生かして仕え合うときに、その相手やグ
ループをよい方向へ導くだけでなく、結果的に自身の賜
物も生かされるよう神に造られている存在なのです。
　どうでしょうか。私たちの掲げる「サーバントリーダー」
は、リーダーになろうと意気込まなくても良さそうです。塩
のように、ただその時々において食材の味を引き立たせ
るため、あるいは食材が腐らないように、時には励まし、
時には助言をし、陰となり日向となって働くなど、できるこ
とをすることによって、それが自然と全体を良い方向に
導く、ということになるのではないでしょうか。従おうとす
る者に万事を益としてくださる神に信頼して「地の塩」と
して、人に仕え、控え目なサーバントリーダーであることに
味を占めたいものです。

　青山学院では、中等部、高等部は「聖書科」、
初等部は「宗教」、大学は「キリスト教概論」という
名称で、キリスト教の授業が行われています。同じ
キリスト教の授業といっても、それぞれにどんなこと
を学習しているのでしょうか。今回は、初等部宗教
主任の小澤淳一先生の4年生の授業にお邪魔
しました。

　4年生2学期は、パウロの生涯を学ぶことから始
まりました。
　パウロは、復活のイエスに出会うことで回心し、
伝道者となってたくさんの教会をつくり、新約聖書
に残された多くの手紙を書いています。「イエス様
に出会う」ということが、パウロの人生を180度転換
させ、イエス様に従って生きる人生へと変えられて
いったのです。それは現代に生きる私たちにとって
も同じです。2学期のねらいは、自分たちはどのよう

に「イエス様と出会う」ことができるか、について考
えるようになることです。それを考える教材として一
つの映画が用いられました。

　初等部の子どもたちは毎年、クリスマス讃美礼
拝を守りますので、三人の博士のことをよく知って
います。しかし、マタイによる福音書2章をよく読ん
でみても「三人」とはどこにも書いてありません。生
まれたてのイエス様に黄金、乳香、没薬の３つの贈
り物をしたことから三人の博士がいたということを
確認します。
　そこで、授業では映画『四人目の賢者』を観まし
た。この物語は、アメリカの牧師ヘンリー・ヴァン・ダイ
クが1902年に書いた『もう一人の博士』を映画化
したものです。この物語は、聖書に登場する三人
の博士と待ち合わせをしていた主人公アルタバン
が遅刻してしまい、三人は待ちきれずに先に出発
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　３月に入り、卒業シーズンが近づいてきました。幼稚園児から大学院生まで青山学院
を学び舎として、初めて聖書を開き、父なる神様と出会った方も多かったことでしょう。ま
すます混迷を深めている社会において、無条件で絶対的に自分を愛してくださる神様
の豊かなめぐみによって、ひとり一人が平和を作る人になってほしいと願います。季節は
春、また新しい一歩を踏み出しましょう。

（中等部教諭　林　謙二）

塩としてのサーバントリーダー宗教改革500年記念　聖書展

渡辺 健
高等部部長

なべわた けん

大島 力
学院宗教部長
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Prayer of Saint Francis

聖フランチェスコの祈り

Lord, make me an instrument of your peace.
　Where there is hatred, let me sow love;
　Where there is injury, pardon;
　Where there is discord, unity;
　Where there is doubt, faith;
　Where there is error, truth;
　Where there is despair, hope;
　Where there is darkness, light;
　And where there is sadness, joy.
O divine master, grant that I may not so much seek 
to be consoled, as to console;
　to be understood as to understand;
　To be loved as to love.
　For it is in giving that we receive.
　it is in pardoning that we are pardoned,
　And it's in dying that we are born to eternal life.
Amen.

主よ、わたしを平和の器とならせてください。
　憎しみがあるところに愛を、　争いがあるところに赦しを、
　分裂があるところに一致を、　疑いのあるところに信仰を、
　誤りがあるところに真理を、　絶望があるところに希望を、
　闇あるところに光を、　悲しみあるところに喜びを。
ああ、主よ、慰められるよりも慰める者としてください。
　理解されるよりも理解する者に、　愛されるよりも愛する者に。
　それは、わたしたちが、自ら与えることによって受け、
　許すことによって赦され、
　自分のからだをささげて死ぬことによって
　とこしえの命を得ることができるからです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アーメン

キリスト教の授業って、な～に!?
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してしまいます。そして、聖書に記録されているよう
に、誕生した救い主イエス・キリストに贈り物を献げ
ます。後を追うことになったアルタバンは、奴隷のオ
ロンデスを伴ってイスラエルに向かいました。
　まず、イエス様たちがすでに出発してしまったベ
ツレヘムの場面が出てきます。ここで一行はヘロデ
の「２歳以下の男の子の大量虐殺」に遭遇してし
まいます。そして、その時殺されそうになった男の
子を助けるために、本当はイエス様への贈り物に
するはずだった宝石の中からルビーを兵士に賄賂
として渡します。そうするうちに、ヨセフとマリアとイ
エス様はエジプトに逃げたという噂を聞き、アルタ
バンたちも後を追います。アルタバンは新しい王様
が誕生したということで、高貴な場所を中心に探し
ていました。しかし、エジプトのシナゴーグ（ユダヤ
教の礼拝所）のラビ（教師）から、「新しい王は貧し
い人たちの中にいるのではないか」とアドヴァイス
を受けます。そこで、エルサレムに戻り、スラムに身
を寄せます。そこで数十年の時が経ちました。
　エルサレムではシュロの葉を手に、「ホサナ！」と
いう声が響いています。救い主イエス・キリストの勝
利の入城です。アルタバンたちは、最後に残った贈
り物の真珠を携えてイエス様の所に向かうので
す。しかし、イエス様はすでにイスカリオテのユダの
裏切りによってローマ兵に逮捕され、裁判にかけら
れて、ゴルゴタの丘へ向い、十字架の上で殺され
てしまいます。一足違いでアルタバンはイエス様に
会うことができず、すべての望みを失っていました。
しかし、そこに復活のイエスが現れるのです。
　復活のイエス様にアルタバンは、「イエス様、私は
あなたに何もすることができませんでした。」と告白
をします。しかし、イエス様は、「小さい者の一人に
してくれたことは、私にしてくれたことなのです」と言
われました。アルタバンは、自分はすでにイエス様に
お会いしていたと確信し、息を引き取るのです。

授業のねらい

教材『四人目の賢者』

気づき

まとめ

　最後に、先生から子どもたちに「アルタバンは、イ
エス様に会うことができたのだろうか」という質問
が投げかけられました。ある児童は「イエス様には
会えなかった」と答え、また、別の児童は「生きてい
るときはイエス様に会えなかった」と答えました。す
ると、さらに、それらに対し、「でもイエス様は復活さ
れたのだから、今も生きているでしょ」と言う児童も
出てきました。そこで、みんなが、「復活のイエス様
に会うことができる」ということに気づくことができま
した。
　その後、児童たちは、最後の言葉「小さい者の
一人にしてくれたことは、私にしてくれたことなので
ある」という言葉が聖書のどこかに書いてあったと
探し始め、そして、マタイによる福音書２５章４０節
の御言葉を見つけて、口々に読み始めました。ま
た、これは『くつやのマルチン』のお話に似ていると
いうことに気づく児童もいました。

　
　「私たちも復活のイエス様にお会いできる。」
そのために自分はどうしたらよいのか。それぞれが
その答えを自分の人生の中で探し、実践するため
の種が授業の中で播かれている、そのことが実感
できる授業でした。

この匿名の祈りは、１３世紀の聖フランチェスコの精神をよく表現していると言われ
ています。この祈りは平和の祈りとして、２０世紀に世界中に知られるようになりまし
た。複数のバージョンがあり、多くの言語に翻訳されています。ここには私心のない
精神と隣人愛が美しく表現されています。心の広い言葉は、キリスト教信者以外の
方々からも高く評価されています。

青山学院は創立150周年に向けてAOYAMA VISIONを掲げ、
サーバントリーダーの育成に取り組んでいます。でも、「そも
そもサーバントリーダーってどんな人？」と思う人は多いで
しょう。そこで、今回は高等部の渡辺健先生に、先生が考える
サーバントリーダー像について寄稿していただきました。

（大学宗教主任 シュー土戸 ポール）
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3/19 13：30～14：30
青山学院講堂

伊豆天城山荘

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

説教　清弘 剛生（頌栄教会牧師）

具体的な日時は「高等部便り」でお知らせ
します。

5/
ペンテコステ礼拝

保護者聖書の集い
月 高等部PS講堂

3/

21

卒業礼拝
木 高等部PS講堂

説教　高橋 和人（田園調布教会牧師）

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

卒業礼拝

土3/24
ガウチャー記念礼拝堂

①  9:00～9:45
②12:00～12:45

卒業礼拝

4/
10：00～11：00
青山学院講堂

12：35～13:20
短大礼拝堂

始業礼拝

月5/21　 12：35～13:05
短大礼拝堂

3/29
宗教活動委員会
オリエンテーションキャンプ

5/ ,9水,11金

,30金

チャペル・ウィーク

ペンテコステ礼拝

大学宗教委員研修会

3/

キリスト教推薦入学生
オリエンテーション

10:00-15:00
講 師　東方 敬信
　　　（元学院宗教部長・大学名誉教授）　　　　　　　　

4/
9:00～
ガウチャー記念礼拝堂他

キリスト教概論 Ⅰ
オリエンテーション
4/ 5

13

25

新入生歓迎礼拝

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

4/

チャペル・ウィーク
5/21 金

水 26
青山学院フィリピン訪問プログラム
3/21 月

わかりやすく、楽しく聖書が学べます。
（宗教主任担当）

聖書に親しむ会

文学、自然科学、社会問題、音楽
などをキリスト教信仰との関わりに
おいて語り合い、考え合います。
（宗教委員、クリスチャン教員と
　　　　　　　　宗教主任担当）

キリスト教文化に親しむ会

4/
教職員新学年度礼拝

17：00 ～
ガウチャー記念礼拝堂
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　卒業にあたってこの6年間の青山学院生活で特別だ

と感じたことについて考えてみました。もちろんその根底

にはキリスト教教育があります。

　日々 の礼拝は、学校中の生徒が集まっているとは思え

ない静寂、非日常的とも言える落ち着いた環境で心を落

ち着けることができ、尚且つ自分と向き合える貴重な時間

です。特に中高生という多忙な時期の毎日の15分は、とて

も大きなものだったと思います。また、先生たちのお話には

興味深い体験談や逸話とともに大切なメッセージがあり、

学びの場でもあったと感じています。

　聖書の授業では、先人の信仰の言葉を深く知り、その

言葉の中にあるメッセージを考え、どのように現代に応用

ができるのかを考えることができました。聖書に記されて

いる言葉を通して、本質を知ることの大切さも学びました。

 僕が留学していたアメリカ南部では原理主義が根強く、

学校でも進化論はありえないという講演が開かれ、衝撃

を受けたのを覚えています。しかし、日本での授業では、

神と人との関係を示すものであるという読み方があること

も知りました。この答えはそれこそ個々の応答によるところ

ではありますが、大切なのは多くの応答の中から、何を見

出すのかだと学びました。

　中高生という多感な時期に、世界中の人 に々知られて

いる「聖書」と出会い、自分の考え方や意見、思考の基盤

を持てることは、とても今後重要なことだと考えます。

　僕はこの学校で、聖書を通して、人のために愛をもって

行動すること、そして与えられた時間を誰かのためにどう

使うのか、日々 考える生き方を学びました。僕自身は小さな

ことではありますが、障害の

ある子供に対しての英語

療育に携わっています。人

のために、社会のために還

元することの喜びも、この

学校にいたからこそ気付

けたものだと思います。高

等部を卒業して、どこにい

ても人々の笑顔をつくれる

人、誰かのために自らを犠

牲にしても行動のできる人

になりたいと思っています。

　中等部に入学し

てあっという間に3年

が経ちました。卒業

を控える今、ふと考え

ることがあります。そ

れは、「3年間で何に

力を入れたか」で

す。そこで、まず勉強

が思い浮かびまし

た。「苦手科目を克服したい」「今回はいい点数を取

りたい」とか思っていながら誘惑に負けて、テスト前

で焦れば焦るほど現実逃避してしまいます。一方、

勉強を頑張ったときはその努力が報われるというこ

とも何度も実感しています。中等部の合格を知った

時にも「神様が努力を見守っていてくれた」と思い、

あらためて苦難を乗り越えて良かったと思いました。

　勉強の次に思い浮かぶのは部活です。僕は入学

後、それとなく部活見学をした茶道部に入部しまし

た。初心者なので覚える事だらけで精一杯でした。

しかし、覚えが悪かった僕に親身になって作法を指

導して下さったコーチや先輩方のおかげでスキルを

着実に身に付けることができました。中等部祭では

いつもお茶会を行いますが、今年が最後の中等部

祭ということもあり、後悔しないようにすべての力を出

し切ろうと思いました。結果的に今まで以上にうまく

できましたが、その喜び以上に後輩の成長に感無

量でした。限られた練習時間の中、中等部祭に向け

て各々が本気で練習し、本番で皆が一致団結して

力を出し合っている姿を見てつい涙してしまいまし

た。「神が努力を見守っていてくれた」と思った瞬間

でした。そして、コーチや先輩方をはじめ、同級生や

後輩にも恵まれ、かけがえのない出会いがありまし

た。これこそ茶道の心得である「一期一会」です。こ

れからも、この「一期一会」の出会いを大切にしてい

きたいと思います。

　中等部では沢山の出会いがありました。次のステ

ップに進みますが、つらいことや苦しいことがあって

も聖書の御言葉を思い出して苦難を乗り越えていき

たいと思います。

幼稚園保護者会会長

峯岸 衣里心
の
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の
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　子ども（一人っ

子男子６歳、少し

おっとり系）に代わ

り、卒園にあたっ

て彼の気持ちを

代筆したいと思い

ます。

　「幼稚園に入っ

たころ、ぼくの背よ

り大きい積み木で毎日毎日いろんな形を作って遊ん

だよ。そのうち、周りにいっぱい人がいることに気づい

た。友達だね。一人より友達と遊ぶのが楽しくなって、

洪水ごっこやカプラをチームでやったんだ。５歳の書

き染めは『りれーにかつ』。運動会前にたくさん練習

したよ、バトンを落としたり転んだり。勝つ日のほうが多

かったけど当日は負けちゃったんだよ。侮しくて泣き

たい気持ちと、みんなと一緒にがんばったといううれ

しい気持ちの両方だったなあ。ぼくの人生で一番楽

しいことは幼稚園だよ ！ 」。

　保護者の私にとって毎日一緒の通園の時間は、

新しい何かを感じさせてくれる時間でした。チャボさ

んにあげるクローバー、タンポポの綿毛、赤や黄緑が

混じった秋の葉っぱを小さな両手にあふれんばかり

に抱え幼稚園に持っていきました。先生方は小さな

子どもの心の変化に必ず気づいてくださいました。

けっして否定をせず気付きを与え豊かな心を育てて

くださいました。自分という存在がいて、受け入れら

れていて、無条件に愛されているとうことを強く感じ

て息子は育ちました。大変に貴重でありがたい日々

となりました。

　子育ては親の成長でもありますが、私はむしろ子

どもに引っ張ってもらった３年間です。子ども達が無

邪気に笑い合う姿、清い心でお祈りする姿に涙があ

ふれそうになるのは保護者みな同じでしょう。私たち

の代の子達40人はみな東日本大震災の後に生まれ

ています。世界を見渡せば不条理なことばかり。『心

の礎』を青山学院幼稚園で作った子たち、神様のゆ

るぐことのない豊かな手に守られ変動の時代を生き

抜き素晴らしい世界を創ってほしいと切に願います。

初等部6年

石原　弘日
々
の
礼
拝
を
大
切
に

　初等部の朝は、礼拝から始まります。讃美歌

を歌い、聖書の御言葉を読み、先生の説教を

聞き、祈ります。僕にとって礼拝の時間は日常

的なものでした。

　けれども、5年生の春休みに学院のフィリピン

訪問プログラムに参加して、僕は礼拝の意義

について考えさせられました。フィリピンでは貧

困に苦しむ人たちが集うセンターという所を訪

問し、子どもたちと交流しました。スタッフの方

から、センターの目的は「バリューフォーメーショ

ン」という自分のものさし（価値観）作りや、コミ

ュニケーション能力を育てることだという説明を

うかがいました。また、センターの方々は、聖書

の御言葉を引用して、「バリューフォーメーショ

ン」をすることもあると説明してくださいました。

そうすると子どもたちの心が安定し、心が整え

られ開かれていくのだそうです。

 この時、僕は初等部の礼拝は、「バリューフォ

ーメーション」そのものだと思いました。なぜな

ら、聖書の御言葉を聞くと、自分の価値に気づ

かされるし、心が安定し、整うからです。僕は

日々 の礼拝を大切にして、もっと有意義な時間

にしなくてはならないと気づかされました。それ

から礼拝にはメモ帳を持ち、説教の内容を書

き留め、一日の戒めにするようにしました。そう

すると神様の恵みを感じ、心が落ち着きます。

　僕たち初等部生にとって礼拝は、とても大切

な時です。礼拝は「小さい時からキリスト教を」

という考えのもと初等

部をつくった先生方の

思いの中心だと思いま

す。こう思うと、日々 の礼

拝、そして、この時を与

えて下さった方々、そし

て神様への感謝の思

いがわいてきます。これ

からも、礼拝を通して祈

り、神様とともに歩んで

いきたいと思います。

女子短期大学 子ども学科３年

芥川 唯神
様
と
と
も
に
歩
ん
だ
３
年
間

神
様
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待
に
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え
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　私は幼い頃からの

夢だった保育士にな

るため、短大で保育

を学んでいます。もう

すぐ卒業も近づいて

いますが、3年間楽し

く豊かな時間を過ご

せたのは神様と友人

のおかげです。

　子ども学科に入り、クリスチャンの友達と出会

いました。休み時間になると皆で集まって賛美

をしたり、お互いのために祈ったりして過ごしま

す。嬉しいことがあったら一緒に喜び、落ち込

んでいる時には「一緒に祈ろう。」と言ってくれ

る、そんな友人と出会えたことがとても幸せで

す。祈り合い、励まし合いながら学生生活を過

ごしました。

　また、子ども学科では幼稚園や保育所、施設

などで実習をする機会があります。実習は学校

にいるだけでは学べない多くのことを得られる貴

重な時間です。私にとって大きな試練の場でも

ありましたが、それを乗り越えることができたのは

神様が私と共にいてくださったからです。実習に

行くとき、私は毎朝電車の中で必死に祈っていま

した。「神様。今日一日、あなたが子どもたちを愛

しているように私も子どもたちと向き合い、あなた

の耳で子どもたちの小さな声を聴くことができま

すように。今日私が学ぶべきことをきちんと学べま

すように。あなたが私の側にいて力を与えてくだ

さい。」このように祈ると、緊張や不安で満ちた心

の中は穏やかになります。今日はどのような１日に

なるのだろうと期待も生まれ、前向きな気持ちで

実習に臨むことができます。神様は毎日祈りに応

え、実習を豊かなものとしてくださいました。

　もうすぐ卒業をして保育士となります。進路は

異なりますが、短大で出会えた友人との関係を

これからも大切にしていきたいです。そして、この

3年間で培ったものを大切にしながら神様と共に

歩んでいきたいです。

大学 文学部4年

菊地 信行

　4年間の大学生活を振り返ってみると、嬉しかったことか

ら辛かったことまで、忘れられない出来事がたくさん思い出

されます。私の学生生活は、学業と部活にひたすら打ち込

む日々 でした。中高の英語の教師としての道を志しながら、

青山学院に遣わされたクリスチャンとして様 な々奉仕に携

わることができました。私にとってこの大学生活は、キリスト

者としての在り方を問われ続ける4年間だったと思います。

　大学は人生のモラトリアムと呼ばれることもありますが、そ

れぞれ将来のために準備をする時間でもあります。そうした

準備をしていく中で、少なくとも一度は挫折を経験すること

があると思います。自分より勉学に秀でている人、同じ部活

の中でも技術が上の人、自分より感性が豊かな人、自分より

良いリーダーシップをとる人など、自分より優れている存在に

出会った時、私たちは自分自身の存在に疑問を感じてしま

うのだと思います。そして同時に、自分は必要とされていな

いと感じてしまうことさえあると思うのです。自分が人より劣

っていると感じてしまうと、誰かの期待や信頼に応えること

ができずに、自分の価値や居場所が失われていくように感

じてしまうことがあるかもしれません。

　しかし、大切なことはそれだけではないはずです。私たち

には、一人ひとりにその計り知れない愛と恵みとを注いでく

ださる神様がいます。神様はその人にしかない賜物や、そ

の人にしかできない働きを必ず備えてくださいます。それは

私たちが神様の愛に応え、神様を証しするために誰しも持

っているものなのです。

　「希望はわたしたちを欺くことがありません。わたしたちに

与えられた聖霊によって、神の愛がわたしたちの心に注が

れているからです。」

（ローマ 5 : 5）

　みなさんの賜物はなんでしょ

うか？自分じゃない誰かにでき

たとしても、自分にしかできない

ことがある。そのことに期待し

て、これからも共に祈り求めて

いく者でありたいと思います。

「互いに重荷を担いなさい。そ

のようにしてこそ、キリストの律

法を全うすることになるので

す。」（ガラテヤ 6 : 2）
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思い出がいっぱいの学院生活も、あとわずか。
次のステージに向けて新しい一歩を踏み出す思いを、各部の方にききました。
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　初期キリスト教の代表的な伝道者パウロ
は、地中海世界、特に現在のトルコ半島とギリ
シアの各地で活動し、教会の設立にも携わりま
した。こうしてパウロが活動した町の一つがエ
フェソです。この町は、トルコ半島の西側、ギリ
シアの対岸にあり、アジア州の中心として栄え
たそうです。このエフェソで、パウロは2年以上
に渡ってイエス・キリストの言葉を語り続けまし
た。非難されたり、騒動に巻き込まれたりするこ
ともありました。しかし、パウロが語り続けたこと
によって、多くの人にイエス・キリストの言葉は

伝えられたのです。その後、パウロはギリシア
を経由してトルコ半島に戻り、さらにエルサレム
へと上る予定でした。先を急いでいたために、
エフェソに立ち寄ることはできませんでした。そ
こで、滞在していたミレトス（エフェソから50キ
ロほど南）にパウロはエフェソ教会の長老（指
導者）たちを呼んだのでした。
　実はパウロは今回エルサレムに行くに当た
り、相当な覚悟をしていました。と言うのも、パウ
ロは元々はユダヤ教徒で、キリスト教徒迫害の
先頭に立っていたのですが、復活したイエス・
キリストと出会い、劇的に自分の立場を変え、
キリスト教の伝道者になったのでした。これは
ユダヤ教の側からは許しがたい裏切りに思え
たことでしょう。そこで、パウロは行く先々で、ユ
ダヤ教徒からの攻撃を受けました。まして、こ
れから向かうエルサレムはユダヤ教の中心地
ですから、他の場所よりも一層パウロに対する
攻撃が激しいことは、容易に想像が付いたの
です（事実、パウロはエルサレム神殿で逮捕さ
れ、ローマにまで連行され、殉教するのです）。
従って、もう再びエフェソの教会の人たちと会
うことはできないだろうと覚悟して、言い残して
おきたいことをパウロは伝えようとするのです。

　パウロはエフェソの教会の人たちに向かっ
て、初めて会った時のことから語り始めます。
「自分を全く取るに足りない者と思い、涙を流し
ながら」、「役に立つことは一つ残らず」伝え、
教え、「神に対する悔い改めと、わたしたちの
主イエスに対する信仰とを」、「力強く証しして
きた」と語ります。ここには全力を尽くして、エ
フェソ教会の人 と々過ごしてきたパウロの凝縮
した思いが込められているように思います。
　またパウロは、自分が去った後にエフェソの

教会に降りかかるであろう苦難について予め
述べた上で、「だから、わたしが三年間、あな
たがた一人一人に夜も昼も涙を流して教えて
きたことを思い起こして、目を覚ましていなさ
い」と勧めます。さらに、「そして今、神とその
恵みの言葉とにあなたがたをゆだねます。こ
の言葉は、あなたがたを造り上げ、聖なる者と
されたすべての人 と々共に恵みを受け継が
せることができるのです」と語るのです。もは
や一緒にいて労苦することはできない、直接
手伝うこともできない、でも、だからこそ、神とそ
の恵みの言葉にあなたがたをゆだねる、とい
うのです。ここには神や神の言葉の力への信
頼と、パウロの言葉を聞き続けて来たエフェソ
教会の人たちへの信頼の両方を見て取るこ
とができるでしょう。それは、きっとパウロがいな
くても、必ずやエフェソ教会の人たちが神の
言葉を思い起こして、歩み続けてくれるだろう
という確信です。

　卒園、卒業される皆さんは、青山学院に
何年間おられたでしょうか。笑いあり、涙あり

大学宗教主任
大宮　謙

みや けんおお

パウロからエフェソ教会へ伝えたい
最後の言葉

みなさんへ伝えたい
最後の言葉

パウロとエフェソ教会との
繋がり

卒業

説 

教

の数年間であったことと思います。時には
怒ったり、困ったりもしたことでしょう。
　そうした青山学院での時間の中に、礼拝
があり、聖書やキリスト教概論の授業があ
り、折々に聖書の言葉に触れてきたことと思
います。強い促しを受けた聖書の言葉も
あったでしょう。あまりピンと来なかった聖書
の言葉もあったかもしれません。でも、ぜひ
聖書の言葉を心に刻んで、新しい生活へ向
かって行っていただきたいと心から願いま
す。合わせて、できれば、やたらと熱っぽく聖
書の言葉を語っていた人たちのことも思い
出していただきたいと思います。
　皆さんのことを「神とその恵みの言葉と
に」ゆだねたいと思います。困った時には、
ぜひ聖書を読んでみてください。特に自分
の拠り所が分からなくなった時には、聖書の
中に答えを探し求めてください。「神の言葉
が生きて」（ヘブライ4:12）語り掛けて来る経
験が、皆さんの心と魂を支えてくださること
を信じます。
　「あなたがたは地の塩である。あなたが
たは世の光である」（マタイ5:13,14）。神の
祝福を祈っています。


